
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和８年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○UDの視点を取り入れた授業づくり（学
ぶことを楽しみ、主体的に学習に取り組
む児童の育成）

○業者テスト（国語・算数）学期末評価B
以上の児童８０％以上

・オープンウィークを設定し、指示や板書
の方法、授業の形態等を見せ合い、「良
さ」「工夫」を共有し、学びあっていく。

・ ・ ・

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○集団の中で積極的に活動したり協力
したりできた児童８５％以上
〇進んであいさつをすることができたと
肯定的な回答をした児童８０％以上

・縦割り班での遊びを通して、異学年交
流に取り組む。

・委員会やボランティアの児童と共に、
朝のあいさつ運動を推進する。

・ ・ ・

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

〇「困ったことがあれば、先生や保護者
に相談できる」と肯定的な回答をした児
童８０％以上

・Q－Uアンケートや毎月の「心のアン
ケート」の結果を週１回の連絡会で情報
共有を行うとともに学級経営に生かす。
・いじめ防止対策委員会を中心にいじめ
防止対策を行う。年2回の拡大委員会を
開き、情報共有と適切な対応を行う。

・ ・ ・

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒９
０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒８０％
以上

・キャリ ア教育に関わる諸活動につい
て、キャリアパスポートを系統的に位置
づけ、自身の変容や成長を自己評価さ
せる。
・郷土について学ぶ体験活動をカリキュ
ラムに位置付ける。

・ ・ ・

◎人権・同和教育の推進
○心のアンケートの推進

◎「児童生徒を対象にした人権学習」の
実施率９０％以上
○「学校では楽しく生活をすることができ
ていますか。」と回答した児童９０％以上

・児童生徒支援教員を中心に、人権学
習の授業プランを提案、実行する。
・人権教室「かがやきタイム」の充実を図
り、「仲間づくり」に視点を置いた取り組
みを実践する。

・ ・ ・

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

●「健康に良い食事をしている」児童生
徒９０％以上

・各学期において，食に関する指導を全
クラスで行い，児童の食に対する意識を
高める。

・ ・ ・

○「望ましい生活習慣の形成」 〇北波多っ子生活約束週間の調査にお
いて「早寝・早起き・朝ごはん」の習慣を
身に付けることができている児童９０％
以上

・家庭と連携して、健康維持の意識向上
に取り組む。
・換気、手洗い、消毒、密の回避など感
染対策も引き続き行う。

・ ・ ・

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・服務管理システムを活用し、毎月の時
間外在校等の時間が45時間以下になる
ようタイムマネジメントの意識を高める。
・校務分掌や教材研究に係るデータの
共有化を図る。
・年休取得日数を年間14日以上とし、定
時退勤日（毎週金曜日）の遵守を進め、
メリハリのある業務推進とワークライフ
バランスの意識の向上を図る。

・ ・ ・

○業務精選の推進 ○行事の精選や日々の業務の不断の
見直しをさらに推進する。

・業務の効率化、働き方改革が進んでい
ると感じる職員の割合を９０％以上

・ ・ ・

●特別支援教育の充実

○児童の特性を考慮した環境整備（人
的・物的）
○特別支援教育に関する知識の深化

○特別支援教育への理解が深まったと
回答する教職員の割合８０％以上

・週１回の子ども支援会議の実施
・特別支援に関する研修会の実施（校内
研究を含む）
・ケース会議の開催と情報共有

・ ・ ・

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域連携の強化

○地域住民（学校支援ボランティア）・保
護者と協働した教育課程の実施

○小中連携・地域連携による取組への
肯定的な回答をした保護者・教職員の
割合８０％以上。

・小中相互の授業参観
・学校教育活動に合った学校支援ボラン
ティアとの連携を推進する。

・ ・ ・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 　唐津市立北波多小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・どの項目もおおむね目標を達成することができた。

・服務管理システムの利用により職員のタイムマネジメント意識の向上してきている。さらに業務の効率化を進め，仕事にやりがいを感じ努力の成果を認め合う働きやすい職場づくりに努めていきたい。

・小中連携については小中1校ずつという連携を行うには恵まれた環境にあるため、全職員が９年間の学びの大切さを意識でき、かつ実践に結び付けることができる内容となる連携の見直しを図りたい。

２　学校教育目標
とことん学び　ともに高めあう　元気いっぱい北波多っ子
　～笑顔と思いやりがあふれる学校～

３　本年度の重点目標 「ほめること」「つながること」を中心に据え、家庭・地域との連携を強化し、◇豊かな心の育成◇確かな学力の育成◇健やかな体づくりに取り組む。


